
Ⅳ－７－１ 

直結増圧式給水方式に係る実施要領 

 

１ 目 的 

この要領は、別に定める「直結増圧式給水方式に係る実施要綱」（以下

「実施要綱」という）に係る事務処理を円滑に行うため必要な事項を定

めるものである。 

 

２ 事前協議 

「開発負担金取扱事務処理要領」に定める「給水に係る事前協議申請

書」によるものとする。 

 

３ 水理計算 

給水管口径等の水理計算は、従来の方法に併せ次により算定するもの

とする。 

 （１）設計水圧 

        配水管の設計最小動水圧は、０．１４７MPa（１．５㎏ f/cm２）とす

る。 

 （２）瞬時最大給水量 

   ア 集合住宅の場合 

    次により算定するものとする。 

①戸数から予測する方法（ＢＬ規格） 

      Ｑ＝４２Ｎ 0 . 3 3 （１０戸未満） 

      Ｑ＝１９Ｎ 0 . 6 7 （１０戸以上６００戸未満） 

      Ｑ：瞬時最大給水量（Ｌ／min ）  

      Ｎ：戸 数 

②居住人数から予測する方法（給水装置工事技術指針）  
      Ｑ＝２６Ｐ 0 . 36 （１人～３０人）  

Ｑ＝１３Ｐ 0 . 56 （３１人～２００人）  
Ｑ＝６ .９Ｐ 0 . 67  （２０１人～２０００人）  

      Ｑ：瞬時最大給水量（Ｌ／min ）  
      Ｐ：人数  
   イ 集合住宅以外の場合 

「給水栓の同時使用率」又は「給水器具単位」等を用いて算定する。 

   ウ 上記ア、イの算定式によりがたい場合には、それぞれの施設に適

合した算定式を採用すること。 

 （３）管内流速 

        増圧装置の流入側の給水管流速は、原則として２．０ｍ／sec 以下

とすること。 

（４）増圧装置による増加圧力 

        増圧装置の増加圧力は、末端最高位の給水器具を使用するために必

要な圧力を確保できるように設定する。 

     ＰＰ≧Ｐ１＋Ｐ２＋Ｐ３＋Ｐ４＋０．０５MPa －Ｐ０ 

      ＰＰ：増圧装置による増加圧力 
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      Ｐ１：高低差による圧力損失 

            Ｐ２：給水管摩擦及び器具の圧力損失（継手、弁類を含む） 

      Ｐ３：量水器の圧力損失 

Ｐ４：逆流防止器の圧力損失 

      0.05 MPa ：給水装置内の末端又は最高位での最小動水圧 

Ｐ０：増圧装置入口圧力 

注）Ｐ０：配水管最小動水圧から増圧装置までの給水装置の

圧力損失を減じたもの。 

 

４ 増圧装置及び設置方法等 

増圧装置の設置方法等は次の各号の事項によるものとする。 

（１）増圧装置の口径は、増圧装置流入側の給水管口径と同等以下とする。 

（２）原則として、一建物１ユニットとする。 

ただし、同一敷地内の複数棟合計瞬時最大の給水管流速が２．０

ｍ／sec 以下である場合は、複数建物１ユニットで給水ができるも

のとする。 

なお、この場合において、道路、河川、境界及び塀等で分断され

ない同一敷地内であること。 

（３）原則として、一階又は地階部分の屋内に設置すること。 

また、配水管より低いところに設置する場合は、給水管を一度地上

に上げて空気弁を設置すること。 

（４）自動停止の設定水圧は、０．０５MPa（０．５㎏ f/cm２）とし、自

動復帰の設定水圧を０．０７MPa（０．７㎏ f/cm２）とすること。 

 （５）増圧装置の流入管及び流出管の接合部には適切な防振対策を施すこ

と。 

 （６）居住空間に隣接して設置する場合は、防音対策を施すこと。 

  （７）維持管理が容易に出来るよう必要なスペースが確保できる場所に設

置すること。 

 

５ 増圧装置以下の配管 

増圧装置以下の配管は、次に掲げる事項によるものとする。 

 （１）停滞空気が発生しない構造とする。 

 （２）衝撃防止及び凍結防止のための必要な措置を講ずる。 

 （３）複数の立上り管による給水の場合、維持管理が容易な場所に止水器

具を設置すること。 

（４）必要に応じて逆流防止器を設置する場合、点検作業スペースの確保

について考慮すること。 

 （５）給水管の口径を流水音の低減、損失水頭の軽減、水撃圧の緩衝等の

目的から立上り配管などで、前後の配管より増径する場合は、２段階

以内とし、末端の吐出口は経由した量水器より小さいこと。 

（６）建物内に量水器を設置する場合、量水器回りの配管は別に定める「受

水槽以下装置に設置する量水器の設置基準」の「直読式量水器装置の

設置基準」による。 
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 （７）低階層等で、給水圧が過大になる場合には、必要に応じ減圧するこ

と。 

 （８）圧力が高くなる部分には、その圧力に応じた最高使用圧力を有する

材料を使用すること。 

（９）必要に応じて、集合住宅等の給水立て管頂部には、停滞した空気を

自動排出する機能と管内に負圧が生じた場合に多量の空気を吸気して

給水管内の負圧を解消する機能をもつ吸排気弁を配置すること。また、

吸排気弁を設置する場合は吸排気口周りの水跳ね防止策（ドレーンパ

イプ等）を設けること。 

 

６ 減圧式逆流防止器 

減圧式逆流防止器を設置する場合は、次に掲げる事項によるものとす

る。 

（１）減圧式逆流防止器の流入側にストレーナーを設置する。 

（２）減圧式逆流防止器は適切な吐水口空間を確保した間接排水とするこ

と。 

（３）減圧式逆流防止器は、建物内又は地上に設置することを基本とする。 

なお、建物内に設置する場合は、排水先を考慮すること。 
 
７ 保守管理 

増圧装置を含む給水装置の管理責任は、所有者にあり、次の事項に留

意すること。 

（１）増圧装置の異常、故障時に備え、外部警報盤を管理人室等に設置す

るとともに、管理業者と維持管理契約を結ぶなどし、緊急時の対応を

図ること。 

（２）増圧装置の異常、故障時に備え、増圧装置本体にメーカ等の連絡先

を明示すること。 
 
８ 提出書類 

直結増圧式給水方式を申請する場合は、給水条例施行規程第２条の規

定による工事の承認申請時に次の書類を添付すること。 

（１）直結給水用増圧装置設置条件承諾書 

（２）水理計算書 
 

附 則 

この要領は、平成１０年４月１日から施行する。 
 
附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、平成１２年１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この要領の施行前に改正前の直結増圧式給水方式に係る実施要領の規

定により調製した用紙は、この要領の施工後においても、当分の間、所

要の調整をして使用することができる。 
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附 則 

この要領は、平成１２年４月１日から施行する。 
 
附 則 

この要領は、平成１５年４月１日から施行する。 
 

附 則 

この要領は、平成１６年４月１日から施行する。 
 

附 則 

この要領は、平成１８年４月１日から施行する。 
 
附 則 

この要領は、平成２０年８月１日から施行する。 
 
附 則 

この要領は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、平成３１年４月１日から施行する。 
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直結給水用増圧装置設置条件承諾書 
年  月  日 

千葉県企業局長  様 
 

水 栓 番 号  
設 置 場 所  
設置者 住所  

（所有者） 氏名 印 
 電話  

 
 
 
 

直結増圧式給水方式による給水のために直結給水用増圧装置を設置するにあたり、下

記の条件を承諾いたします。 
記 

１ 使用者への周知 
次の特徴を理解し、使用者等に周知させるとともに，増圧装置による給水についての

苦情を千葉県企業局に一切申し立てません。 
① 増圧装置が停電や故障等により停止した時に、断水となり水の使用が出来なくな

ること。 
② 増圧装置を設置した場合は、受水槽のような貯留機能がないため、計画的な断水

及び緊急的な断水の際に、水の使用が出来なくなること。 
２ 定期点検について 

増圧装置、減圧及び逆流防止装置の機能を適正に保つため、適宜、保守点検及び修理

を行うとともに、専門知識を持った関係者により、年１回の定期点検を行います。 
３ 断水時の対応について 

計画的な断水及び緊急的な断水における増圧装置の停止、復旧操作等の保守管理は設

置者の責任において行います。 
４ 損害の補償について 

増圧装置の設置に起因して、逆流または漏水が発生し、千葉県企業局若しくはその他

の使用者等に損害を与えた場合は、責任をもって補償いたします。 
５ 既設配管使用の責任について 

既設の受水槽以下の装置を使用し、増圧装置を設置した場合は、これに起因する漏水

等の事故については、設置者（所有者）または使用者等の責任において解決します。 
６ 条例・規定の遵守 

上記条項のほか、取扱い上なお必要な事柄については、千葉県水道事業給水条例及び

同施行規程を遵守して施行します。 
７ 紛争の解決 

上記各項の条件を使用者等に周知徹底させ、増圧装置に起因する紛争等については、

当事者間で解決し、千葉県企業局に一切迷惑をかけません。 

個人が提出する場合は、設置者（所有者）の氏名を自署するこ

とにより、押印を省略することができる。 
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参考資料  
 

 
１ 直結増圧式給水方式標準図  

 
２ 直結増圧式給水方式の給水形態  

 
３ 直結増圧式給水方式における動水勾配線図  

 
４ 瞬時最大給水量及び給水管口径早見表  
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給 水 形 態 
１ 直結増圧式                             ２ 直結増圧式  
  一建物一個量水器設置             各戸に量水器設置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 直結増圧式受水槽式（高置式）      ４ 直結増圧式受水槽式（高置式） 

一建物一個量水器設置             各戸に量水器設置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 直結増圧式               ６ 直結増圧式 

直結直圧式併用               直結直圧式併用 
一建物一個量水器設置             各戸に量水器設置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ＢＰ ＢＰ 

ＢＰ ＢＰ 

ＢＰ 
ＢＰ 
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７ 直結増圧式受水槽式併用 
 
 
 
 
 
 
 受水槽が適当な業態 
 
 
 
 
 
８ 直結増圧式 

複数の建物に給水 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 直結増圧式               １０ 直結増圧式 

受水槽及び高置水槽を撤去し給水        受水槽及び高置水槽を撤去し給水 
          吸排気弁を設置                     吸排気弁を設置 
 
 
 
 

Ｐ ＢＰ 受水槽 

ＢＰ ＢＰ 

ＢＰ ＢＰ 



Ⅳ－７－１０ 

0.05Mpa 
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【戸数から予測する方法】瞬時最大給水量及び給水管口径早見表 

戸数 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

最大給水量 0.88  1.01  1.11  1.19  1.26  1.33  1.39  1.45  1.50  1.58  1.67  1.77  1.86  1.94  

給水管口径 25 25 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40  
戸数 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 

最大給水量 2.03  2.11  2.20  2.28  2.36  2.43 2.51 2.59 2.66 2.74 2.81 2.88 2.95 3.02 

給水管口径 40 40 40 40 40 40 40 50 50 50 50 50 50 50  
戸数 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 

最大給水量 3.09 3.16 3.23 3.30 3.36 3.43 3.49 3.56 3.62 3.69 3.75 3.81 3.87 3.94 

給水管口径 50 50 50 50 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75  
戸数 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 

最大給水量 4.00 4.06 4.12 4.18 4.24 4.30 4.35 4.41 4.47 4.53 4.58 4.64 4.70 4.75 

給水管口径 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75  
戸数 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 

最大給水量 4.81 4.86 4.92 4.97 5.03 5.08 5.14 5.19 5.24 5.30 5.35 5.40 5.46 5.51 

給水管口径 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75  
戸数 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 

最大給水量 5.56 5.61 5.66 5.71 5.76 5.82 5.87 5.92 5.97 6.02 6.07 6.11 6.16 6.21 

給水管口径 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75  
戸数 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 

最大給水量 6.26 6.31 6.36 6.41 6.46 6.50 6.56 6.60 6.65 6.69 6.74 6.79 6.83 6.88 

給水管口径 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75  
戸数 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 

最大給水量 6.93 6.97 7.02 7.07 7.11 7.16 7.20 7.25 7.29 7.34 7.38 7.43 7.47 7.52 

給水管口径 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75  
戸数 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 

最大給水量 7.56 7.61 7.65 7.70 7.74 7.78 7.83 7.87 7.92 7.96 8.00 8.05 9.09 8.13 

給水管口径 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75  
戸数 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 

最大給水量 8.17 8.22 8.26 8.30 8.34 8.39 8.43 8.47 8.51 8.55 8.60 8.64 8.68 8.72 

給水管口径 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 

単位：最大給水量（瞬時）・・・L／sec、給水管口径（呼び径）・・・mm 
１ 瞬時最大給水量は「戸数から予測する方法（給水装置工事技術指針）」により算定 

Ｑ＝４２Ｎ0.33      （１０戸未満） 
Ｑ＝１９Ｎ0.67    （１０戸以上６００戸未満） 

２ 口径は、流速（２．０ｍ／sec以内）から単純に算出した最小口径であり、給水管口径を決定する場合に

は、現場条件の損失水頭を考慮すること。 

３ 給水管口径の計算値 
呼び径  ２５ｍｍ ・・・・・ ２６ｍｍ （１．０６L／sec） 

４０ｍｍ ・・・・・ ４０ｍｍ （２．５１L／sec） 
５０ｍｍ ・・・・・ ４６ｍｍ （３．３２L／sec） 
７５ｍｍ ・・・・・ ７５ｍｍ （８．８３L／sec） 



【居住人数から予測する方法】瞬時最大給水量及び給水管口径早見表

Q=26P0.36

人数 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

最大給水量 0.56 0.65 0.72 0.78 0.83 0.88 0.92 0.96 1.00 1.03 1.07 1.10 1.13 1.15

給水管口径 20 25 25 25 25 25 25 25 25 25 40 40 40 40

人数 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

最大給水量 1.18 1.21 1.23 1.26 1.28 1.30 1.32 1.34 1.37 1.39 1.41 1.42 1.44 1.46

給水管口径 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

Q=13P0.56

人数 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

最大給水量 1.48 1.49 1.51 1.54 1.57 1.59 1.62 1.64 1.67 1.69 1.71 1.74 1.76 1.79

給水管口径 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

人数 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57

最大給水量 1.81 1.83 1.85 1.88 1.90 1.92 1.94 1.96 1.99 2.01 2.03 2.05 2.07 2.09

給水管口径 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

人数 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71

最大給水量 2.11 2.13 2.15 2.17 2.19 2.21 2.23 2.25 2.27 2.29 2.31 2.33 2.34 2.36

給水管口径 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

人数 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85

最大給水量 2.38 2.40 2.42 2.44 2.45 2.47 2.49 2.51 2.53 2.54 2.56 2.58 2.60 2.61

給水管口径 40 40 40 40 40 40 40 40 50 50 50 50 50 50

人数 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99

最大給水量 2.63 2.65 2.66 2.68 2.70 2.71 2.73 2.75 2.76 2.78 2.80 2.81 2.83 2.85

給水管口径 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

人数 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113

最大給水量 2.86 2.88 2.89 2.91 2.92 2.94 2.96 2.97 2.99 3.00 3.02 3.03 3.05 3.06

給水管口径 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

人数 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127

最大給水量 3.08 3.09 3.11 3.12 3.14 3.15 3.17 3.18 3.20 3.21 3.23 3.24 3.26 3.27

給水管口径 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

人数 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141

最大給水量 3.28 3.30 3.31 3.33 3.34 3.36 3.37 3.38 3.40 3.41 3.43 3.44 3.45 3.47

給水管口径 50 50 50 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75

　　単位：最大給水量（瞬時）・・・L/sec、給水管（呼び径）・・・mm

１　瞬時最大給水量は「居住人数から予測する方法（給水装置工事技術指針」により算定

Ｑ＝２６Ｐ０．３６ （１人～３０人）

Ｑ＝１３Ｐ０．５６ （３１人～２００人）

Ｑ＝６．９Ｐ０．６７ （２０１人～２０００人）

２　口径は、流速（２．０ｍ／sec以内）から単純に算出した最小口径であり、給水管口径を決定する場合に

　は、現場条件の損失水頭を考慮すること。

３　給水管口径の計算値

呼び径 ２５ｍｍ ・・・・・ ２６ｍｍ （１．０６L／sec）

４０ｍｍ ・・・・・ ４０ｍｍ （２．５１L／sec）

５０ｍｍ ・・・・・ ４６ｍｍ （３．３２L／sec）

７５ｍｍ ・・・・・ ７５ｍｍ （８．８３L／sec）
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